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○　産廃地象藍終演常会(砥路上-一一　日～E6

0　みんなU./乙､ろば----　-----　E7

0　友_6)余事鳳局^:/.､らのお鋸,lピ･克解し. -一一は(･20

0　素行､会員C/紹介･接辞変3㌔67)fS/iLI,つ空- - -　ZJ

o　粁革袴濁虜から一言一一一　日-　---　-　　22

o　あ　と　か　三--一一-一一日--　一一　23
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晶腐敗正直寮演者金(払録)

( i^is素量o;富@ )

｢薯養菰祭方症の還轟と療鼻生還(=ついて｣

嚢中　薗立療鮒Ll悌南東乾神経内野を長

鑑　広　昭　人iLJ生
7●

｢豪産筋無力症｣とレリ病名は巣篭をそのまま日産語(=訣ーし

た病名であL)まして､骨壷と名S:.ついてし-ても. -叡叔念とレ

ての骨董と(1異なる毛のであります｡

ご汚L;'の通ク神姪鮭束の平では､この｢髄絶無か産｣に造

桑可経た病如沌ってきまLr=oそLて今もTfお節LL-荒乗玲

万象がわかってきておりますし､その原酎二つし､ても解明され

つ､あL)ます｡それで最注でiてこの義気を卑巨｢筋禁か産｣と

●　呼んでいb人もわりますo

そのようなわ(タで硯危二の病知壬､他の神経産直(^0-雪ン

･/ン症･ 2tの他)のよう巨治療法の冬くわからなレ病気(:ビ〔べ

ると､大､変J〈なり易Ll病気の一つにrJリましたC

以前､全通集合盲動鋸で開射しf=和二､連絡船の中で動転読

演をLf=亨か6)[月すか､その後節LL,事かわかってきて歪L)

ますので､今Ell1その節LL,番を画Llllこ健吉Lたし-と息L増す0
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fL,す協細こ:カC)無くriも原町さし-ろし巧9)もわけですか

考嵐か入jLもとし､う盲は.脳の命令か神経互伝って掛軸こ

I                      .  .

この線路のどこ糾こ杖瞳が5)ると椅肉にカか予､らなくなるわけ

ですo　一

二の｢豪産紡祭か産｣というのは神経の病気でもrJlすれば.

紡肉の病気でもrlくて､神経と跡句の間の病気です0

線ジストlコ7ィ-l言梅肉自体の病気ですか.膏産給食7[症lg

●7

神経から掛軸=命今i伝達するれJレモン(:異状が生じて亀ヨる

病気なわけですa病乾で手術言する堵創ヱよく低域する｢紡経

線劉｣は､季節中二執句か解くとE]るので動かなくすろ左裾て

動召すろのですか､糾Ulどこに作周するかとまうと､この神

経と覇内の蕗合印(LH示して)こヱLこ由11するのですo骨鼻

筋無加をtd病気のたU)'こ神経封乞わ7 i泉た今冬れここ07と

ニラ(-と銅の壌餅消す)で掛毎夜わ拍くなる玖●

です｡

神経かウ親和こ命令壬イ云Lる縁日主するホ/L,毛ン壬｢アセチ

ルコリン｣と言L^ます_神経の方から虫flア亡41]レコリン‡童

画47号で灸け乗るところがあって､二れ乏｢アizケ)i/コl)ン受

魚体｣と宅し-ま右7tt4-ノレコワンがアセナ/レコウン気象体ト

よって史け取られると軌句か収鯛する正郎(-JJってし､ます0
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奮産祐乗か在ではt二のアizケ/L,コリン受落体再Jol花かく

っっいて､アピケJL,コ[]ンが紡肉の首へ＼伝わるの三一妨げている

こと巨よって庄こち病気である宮がわかL)まLrこoそ状では､

二d)くっつし､てLlろ堀は何かとまうと`′HrL体,,なんです.

では､ Ll挽終りとL了どL,な毛のガ＼簡動ごみ藷Liiと､人間

の体(-Jl離祓声とし巧のがあって√{武居風体反苑,,か魔Zリ

ます4即ち`′私良友菌｡ですdこれt才徳の外から体のYE二何か

贋物か入って来ると､それを撃退す7.免痕が盟泉ますoた､＼から

一度かかった感液病ド.払鼠ができるのほ､　二の病気(こ村す

る産峰H;体の平L=出象るからです.二九ヒ再じことが､関連7

7アセナ′レコリン受属体卜対して粒体が畝丸てL/･るのか壇重荷

衆力症鷹渚なんですoこのjFp-体と`′放アセテルコ･)ン気息体jTfL

体,,とまし,ます♪この就藤の夜露に(壬一姫頒別習与していe7と

いう亨も47承ってきてし1ます｡

どうしてこの事か､d7かったかと言いますヒL　二和1､肺腺雁

首鐸FlつfC豪産希魚力走の患者さんの肺腺言放患Lたところ､

たまr二王豪産紡無力直の症状も良くfiった事Jl71Jかろク_　二抑ユ

豪産諭魚刀走と約線の同い何かの関係がG)るので(irJLnかと研

免か汲められた嘗Qtt'､病気の本線のわかをfう巨ふっ[:きっか

tlですQ (紹晩とし､うのL忌碑骨の裏側L:i7って､充ちゃLから

子供の蕗矧こかけて.外から侵入した病原から体と後ろ仁の(=

-　3　-



抗体を作る貴著であって.大AJこfJると脹敵こ置きかわってし

まって､賠廠[てその康弁がなくfJF)ます｡ ･それか.たまrIまL,～,

つまで頚宛って確ようIt作る事がら,)ますb )

この牌舶丸のl)ンハ感がア亡チ/レ

コL)ン受慮彼芝布部の新組閣逢え了

これをやつ中る見′体0:隼ら礼や､とL^

う音がわかりまし芦♪

今まだわかうむレーのは.なぜ串甲の薫物と筒逢もめか7 ､乱

麻の旦泉るきっか町封匂なのか?とし∧う事ですb

豪産崩無77産出ゴ簸つかの饗が#)リ､ )/(a)型(=よってタ昌療法'■

も凍って見ますo二本を大別てると

坦二堅左璽　　匝二コヨ暫

(-/zilりろことが教条ますo鞍LてJト凪型LJ東人望と-鹿本紬二大E

きく贋たっていますC

東　電･三･-･一二-　撃-i

A､取入型　　E5. /J､毘型

I.月笈鋳型　　1.祈生温型

Z.全身里　　2.度年型

･急性海産型

･絶顛管産聖

･筋奪縮聖
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､B了新堂湯里:奇観か雀荘筋窯刀症である堵合､耳体の兇

アtZナ/L,コリン,象黍ノ射た体を免(1施し､で生れて来て､一路的

巨豪産筋膏か束の症状を鴇りすけdLと､生後婚銅:.経過すら

巨縫って症状か泊えてし-くものを言し､ますD

7312　右耳T型):ヱ0)型の人の中L=(3'fhむが引ニアセチルコ

リン安易体か悪くてアiZケルコリンを負け奴i,潰し､か.えけ

丁●　　アiz-ケ'レコL)ン冬の4'e)か患い場合も香りますC

ニe)型では､次第に症状が悪-くなる亨がなく､鐸塵状だけ

であって､全身饗L=移行する嘗廿ダなく､え戴く[:riると玖

%･守る猪各もあります｡彼_つて若耳聖ではその泊廉弦か鈍く

軋二万(-lるのと′i/し農なってきます.

若年とL;)うのは何蒸イ立iで言霊クかとし弓と.大確3-倍け

ら哉位Jこなると九人の成人撃と伺じ璃磯盲i)つよう巨なクヨ

す6)で､そJJUス常の4)の芸濃冬型とまL^よす-

●　A　成人蔑巨　露人要田壬､張番型と全身型の二つしカ､勿L)普
･d:ん｡急性激直撃･晩風雪姦型･筋餐藤堂等[3･まだ治療法

が確立してLIたかった時1/<Lこ､治湊砥がなくて卜､ンドン在次

か悪化した毛の巨対して分額LTlものであります｡

･急性激定型‥　羅患してすぐに急激に鼻歌が急化しTこもの

Lこ対して名づけたものですD

･見出転惇壷聖二　撮患象しばらく離間と絶過してから､膏し､

-　5-　-



産双三旦したもcDt.=対して名づ腔ものです,

･紡香縮型:　香し､症状か披く続いた後(こ生γる竣象でろ

って.紡卑痛とL,う型かt易るわLlでt言tJLnD勉C)八､と共通

する現象で9日)ますo

Ar.眼線型･一　　眼だ申こ症状が現われて.他でこ産某が出な

い場合のタイ70ですD服かよく働かない､験か受れ下か■ぅ､

物が二つド見える孝の庖求が硯われます｡この終範型だサC)

堵合は病状かyLLlsド患くfiちなLn (悪くたっても張だtlT･

･あるとL^う事)のと月級準教車糖が(伍寸"しも有効でたい事も

あって滝原法も二九からの新見(こ待つところか多Llo

A､2_予冬芽里:　合芽型朋艮冊でたく､恵みこみや合矛の

紡和こ在米が娩ij九ろものE言V､ますb

これからは､この食身型壬fLt'rこ藷t'進めてし､きますプ

ご存じの如く食身型の骨GiL7=静思力走の格衡JI倉見の風力で

すか､その在畝と心て(守､侵緋的平射可ともrtt^h:一夕甘I二

･なると季冬か管< rfちと4､L動き一時のf;膝は何ともrJl<･ても

玖々と亀有が現われて来るp X(して休んでいるとえも封二度

もDこれが嘗壷静焦7U産の特徴ですB Z日,Lから､路の牛ヾて

グ用紙同可じよう[:硯Y減るのでなく､或る人は襖の璃｢如て

或るLlま属の鞄和こ楓出しうい,り具合ですD

-　し1 L--
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く魯産筋無刀産の沼療法〉

玖卜服助型とか全身型の?(れそれの追療法につレ､て慈盲進の

ますb

一針晩節型のよう(=払えて笑は食身空である甥各も釣るわ

けでし:(､争足の農水14あるC)だけれど笹薮であって轟状と言

える縛の1,のかどうかわかうなし-場合､玖C)ような枚を壬Lて

珍断の同舟とします〇

塵常同夜杏　全身型の場合欄動更臣乱れ/!報われますp

ヱ~ン4-レ､7 2LL華些 で(1テンシロンY呼3リ 顔昼　解釈薮

軒です爪音産厳禁如臣で9)れば.汰/解〔こよって趣く低かな時

間ですが健常路と同じ吠敵に磨りますQ

この2_7が車重級祭か垂の珊基衡こなってレ､ます.

工､薬勃乗法

｢鋸スチ/ン/､. ､ 4-√賂間鍼が滑威し･分野か昔く

内　櫛和二残りrIし､とし弓頼長Q周るD

服@マイテラーで＼-､ ＼如きが騒く､考JGL,晴間がメス+/ン

凝　i:りも一乱し1か■､体に着席される欠点が35る也

ILaゥルケ沖､ ､凋絶晴即乳こ恥勘考の劫如

弱いo

ワゴスケア､ミント､簡肉姓射

了L-ケレ1-/7人(米易テンシロン) ､､ ､朝敵湖寸

--　7　~､-~-



これ等o)凝LiどんrJ働きてするかときし､ますと､神経釆鶴か

ら勧内側(こ命令を伝える為(:臥されるアiZ･手JL,コリンの分轡し

て璃丸する迄a)暗闇を長くする穐き‡します｡もともと､アi7-

4-JL/コリンは分沖さすしろと間もなく消乱すb/牲項を者･7ていま

す0号うでないと次の年令を伝える奉か息泉なし.からですC

とこうか､萱症紡焦刀痕の場合は､アiZ4-/L-プリン受忍刺こ

荘価が付し-てし-て命令か伝達される追(こ賭剛､1才かL) ､命命か　●;

伝L終ちなしけ巨アizチ/Lコリン肌肖丸してしまう訳です,

号.れで､アiZケiL,封ンの持続時間を長くしてや易者巨より

命令言伝えられるようにしてやる訳です｡ですから､ニi'L尊の

展は就休出関する談でないので､薬を各んで病気そのものか

良くなる寵でLJあ')ません､で呑んでし､る私産米吉軽くする

だけの働きですo

oアンケレッ7スとし､う風32-3分しか雛が為続しません

ので､膏痘筋無か産かどうかをyLJ足す方略の銘菓として使われ

ますo

oヮゴスチブミン甘　アン4-レッ7スi:t)も鋤きか長く/～2

騎関与施し3す了ですから､各み込みか急くて食事か出来なL^

人rJビL:､食事の蘭Lこ諾射∑ Lて食事か凍(--出泉るJう[こする

〔摘EJrSどの頗(=夜_われます｡

これ菩♂漆は症状をやわらげろ為の初のであって､病気その

一　g　-I-



-　もの盲治す働律ない歌ですから､桑を息んでレ亮か沌状か

ど1んビん遭且､堵合もあるわけですD

n　鰭腺摘出争街

jfLJLこも摘しまLf:よう巨､璃吸健の患者を手術した埼(潤

孔雀定席無か症の塵状か疎各されたとし弓事触主観を洛して

賓連勝無力産の鬼動こ腫脹触手野‡行rJう夢か鳩d)C,丸まし

=●　た｡如U)の頃は碑々その却桑か現わ根せんでLたoと両の

は,壌初の項(珊艶e)霊L^啓だけち解7J夢を考えまLた｡で悪

くない抑柏ろてく残Lて磯出してL^3した｡

ところが･船級は輝晩の音わT)の脂節の平再で/iTツ､ /7Toプ

ヒ毅lJJって入L)こんでし,ろ孝か教法捌､って釆まLfqoそれ

で最雄でJ欄線と…絡(こ､ ¥のまわクの騰藤根弟し直魂宴す

るJういなク､大女効果か吸われるHl沌クました.二の幸
ヽ  ＼  ＼  ～   ＼  ＼

衛のオ路上毎朝C)頃U)争街汲沌刺して巌大胸腺麹忠と宜L/i

●　･

覇いも淀へ`ましたようL:胸腺はえ/J:なると働かなくなり､

鴎紡(こ置き変わってLまL,ます｡

では､この蹄月納出争桁をするとすく､良くなるかとし弓と､

そらしリi/ので｡針)3:せんC争抑こよって捌泉(:_あった殊己

剰崎去コれ3すか､全身I=^"ラ撒かれた殊巴減ままf-r残1て

いろわけです｡■

一.I -,.;.--



それでは全都乙残ってし,ろ就床主産戚する殊邑嫁盲と､月る

か? ･ ､とし弓亨になります｡それJ(.次巨出て束r=のか'免疫

系液です0

孤.牽森泉法

り　副腎風魯ホ/レモン

これは何かと言うと､ ii,L体の働き与抑制する働きをするや

拍子後すぐ巨副腎操項/iIJレモン乞投与して･残っていろ/a

休養体言抑える緩｣ヨ夏こせるo

この副腎鑑墳/TJL,左ン(壬どのJ:律夜うかとまうと､これ

(=も色々と経過捕る拙ナですが､剰えば豪産筋蕉舟症愚老

巨も直航の匪レ人､優し一人丸尾L)ます｡しかしその症状の餐

優拝聞係なくプレドニン三日フ0仰招汲与するとし両方汝

L●i

もありまLf=Q

末/L,モン和沌良和i-律使うC)でなく. ‖ヨT,i(こ亀

ぅ6桐､副腎尽蔵ホ/レもンほまう追捕く毎分の礎から血て

し-ろ和レモンで､春日使困してし)ると白倉の体で作らなくな　●
i

ってしまうためですoそi,Lで‖ヨおき巨薬を休む亨(=lt) Tj

今白身も働き一言符乾こせるわけですo

Lか＼し今rJ ､軽症の堵創d右/L,モン長夜わなし,場合が多く

なってし､ますoえ亀有する路合でt,そ秤量(1患菟3んの淡憩

巨工欄節してLJ^ます.その訳ほ､和レモン+t凪ちと副イ綿

-T 0-



かめろ亨と､軽症の場合長軸紳こ私ちと.手術rこけとLr=場

合と加レモン招削れた堵合との間相ま[)速Llか'rJLAとし-

う享ですoそれで現在でlJ黍症の楊各局使わなくなってきて

います

G)ここでー胸腺砲息を術の効果巨つし-て組i･Lて丸ま了か､､羅

恵後､手術までの碗間か魔L,錐､入港症で5)研茎早く如泉か

釦)寛解率か高くlfってLlます｡

ニ●
争術後5年経過_ -

･日常庄治が殉んどえ摩fJく出乗るJうとこfJつ7㌦　5-OX

･明らか再弥毅があったと漁的うタしろ　　　　　9 070

争術後の効果について札このように報告づ4Lており.令

鴨嘩巨TIってし､ものは､発病〃＼ら手術aで巨兆軌壊し､卑]∃

t経過した人､見離宙嵐を嫡出しても楓離日闘tb非常tこ~組

で5)った患者さんですb

一一/ト一一･



7V･その他の治療後としては･拙攻の打たものか5,i)ますo

7)紛ロ7Ejン触o)朋

･J ･ /　･- ････　･  ･  ･　　卜

りません,

2)ハoノL,ス凍迭

た蚤のステロイド( I w7dL/L-ニン)払えて十時●;

白姉如くを廉くするもので､呼吸韓を言隼なクよ沌賓Ll

轟状の患者さんの獅子の前L=与え-て､手術L二鮭えられるよ

う巨すらっ- ･者の日蝕碩同封します.

3)プラスマ/TCレシス(免盤え襖療法)

ハりレス髄にとこへlちと､こちらの方が句知であるとし､う

忍冊､しま耳｡二4,Ll了ステロイドを使っても尚且つ日常佐

治が大変てあるれ巧ような堵含むLろヱちらの甘言度し､

ますo

血衆克取ヒ(1どうレら孝三するかれ､うと､血液のや巨

li血威喝分(泉加東と包血萩) Y女索敵かかわって､了亡

チ/レコlJン史慮体綻体LJ二C)鹿渡の車に入ってみL)ますo

ですか†り座衆盲取り醸し,て他人の血液を牌ってやる宛で

すb

-/ 2_-



_●

●
iTu

しかし､三の有識噸伐摘了見酸性や､領分の動鮫も

令書降Lj j=itるわけですか纏及上o)トラル上布えrtけれ

ばならない音も5)って＼鼻糞で尺促わたくTfl3 3した-ど

言う和‡ー最淀で甘勉罷rL文教しなくてれもつと伺如万

有泡が見つかっt-=からです0

4-)血液温過敢

これ関税をフイ/レタ-扇風して嵐過し､又血管に涙し

てやろ方鼓で､二の方法で血褒C)和路鮭のある部分五穀-

{]&くことが弘呆け〇二の肯法だと包倉纏液を又庚し

てやるのだか細作用の心蘭は･Tlいわけで右

も.ち-つ0)ガ韓は･

-I 3-



6)血液磯煮壊､

三和まどうレリ方法かと言レ､ますと､血泉を疎のよう長物

の上妄流してやって､その線に勃底の弟摘p分を吸塵させて

･fろ方法です.

凝血ユニの(4,5)二つe)オ汝が3畳んで来ておL)ますが､

渡過弦(寸71ルアーC)(ヨ纏まり考(こよるトラ1､ノレ王起し易LA

音から吸着法がiL)汝田丸て見て余E)ます｡

え､絶束li常飲と勧歌の南PL1-と唐で結んで451なわれてLnた

ものが∴租aIま審駄tc I本の管を入れるrlrlクで､上亀と同じ

亨が忠泉ろよう巨炭鼓されて経常に衡u(こrJりました.

それからもう-つ､まだ東和tlさ来てU)fiL^のですが

i.)受忍体苑価を通釈的巨揮糾する奇縁､

二和才ピケし再挙かと言し1ますとー副腎)K儀太ルモンを大

骨Iz底用Lた齢威か廿裂封本務体を傘えら事か出来ます

●_

が､同和こ畑地碩銅副腎鯛和レモンがする新緋●

周が起きて泉ますC･

ところが､二g)免各体郷け言送玖矧二抑えろ方法です

Y ､他d)拙筆動<-描なし､細字でして､安全且つ効果の箱続

も長く､優症衝無か症の根本的な滝森Lこ史巨大きく牡ブくも

のとLて産属されてし､ますDどらやって蜘9(夜寒動産佐

盲ノ抑えちか､盲原産鎗しこ言し､ま才と,乳各体を抑えろ東風主体･

-t4-



こ●

●
こ

d沖出乞ってやるという牙漆ですo

硯象､動物来観でヱごろみられてゐL)ますので､三九か蕗

床直使われるよ須こなると､静蘇裁定の根本的な滝泰に大き

く近づくことがこ出来ろものとして新得でれていますD

以上,全身整骨夜番密碑の事巨つし-て藷雀しまLr:.

娘筋型番無力症の涛療

･大岩の堵合口ステロイド(副腎皮頃九Jレ壬ン) 71:L11で洛む

埠か-あります｡ビ＼ノ)してかとまうと′〕＼県の埼剣吉匂祭t:直

状がi3賂SJ,して質絡してし-く事があるかうですo

もう一つは九八の派撒型静無力直につL,1ては.札束は手術

三LてもあまU)及くlTらrJL､07で(璃し､か､_とまt7れて危ま

した少とL,＼うC)揺.脹虚空では兇アセナJレコE)ン受容体放鉢

の値か5)より高くrsL/, Cだから肺腺砲と､ケHJ;07過剰こならrd:

し1ので領,'V791とL再発え方か絶息(15) I)ました｡

ところが最近では､眼筋型も争術とLようとし弓.動きが出

て東ましたQというのIuj-,Lア仁ケ/レコL)ン受容終hn_体の胤1

必す､し4J'病格を反歌するものではrJ:Llー　と言うのがその磯

ですoそれてケ厳刑ですが手術が市なわれてし)ますDそして

約半数接の相異かま紺)ら丸ている-と報告されて泉ていますC

ただケ萄押Ljで打) ､その痴呆を碓才＼お目与る孝二毅も経過して

し､ TJレ1ので　喝碓克i喜,鼎の出るの封与ってL,1る綬精です｡

一･一.i 5--



それかう.この病気(･i私産異常の病気ですかe7､免私選替

れ､,)ヒ大体女の動こ多レ戊のですDだから年盲とった埠各

榔二層の場合(:銘無か症の養状が現われたり､肺胞巨砲よう

か､香って絶無刀痕の症状か現われる亨がありますから､こう

し弓略は泰郎､軽くてiJR毎晩の牌もしますβ考や欄無か

雇07為というよりも碑腺の腹1うち酸くた拙ニケ栢+LLかす

ればTLウなし1からです8

ですから､年をとフてから席魚力走のような長沢か息たら

こ演この事盲疑って見る一法垂柑Ljますoそうして､二根

うTL留断か即こら九泉るだLγ早く手術をして魔ようを磯出し

て下さレ＼ ｡季街か耳けiuで可賎ク毒し､率で寛解すろことが亀

釆1-千.

i

L一.I L二-1 ～
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⑳砂象鰐鰯

左上儲･三品　奈祭3-ヱん

_●

伝

ド

追風して/ケFIp-すぎ■且LTニP＼一

元玖て-何歩もなく/i三言してい･3･丁.

､■･▲-､vJP▲Y.I l､､`､ ~l ､､.ー■■■~~ー-~一一一- - ~~J■巾

翠/宏滞　大喪　痩地 工

鮎でア一･･･一

ノ

菟E才　農廿の平嘗入官
メ

式,'pl･由一'l) (与っLL

･L'いう巨ろ-t･甘

_､__ __　　∴___ __:I

碑手術後ダ卑T=T,巧の後僻恥よく. /,工拳も通解'=毛t:り

と,t軌g:為し･るDr /Jqんとか過勤も虹凍るよう[-_TiL). 1伏帝

三馬を且-てい31す.　　/

/

一一一･･一一一一灯-TWpヽ -rMt叫▲r tl二一'叩m柵p- Itlqt~-LI ヽJ J--LW､一一11l･一､-､～-.--一一､-･Lr.Y･r-.､ ▼一､･叫､ ■･-1-､′-ト一一ト1■IC.チ-､■ーヽ

● /～青史町歳面　白合す/'m
/

苅巻の変化のTこれカでt17,空.吻'=
/

<まコれてSiEI各,q･　条兎∠合の訓え
/

乞し､T=丁-/くTこび(I/eい/5･寸かY-･出庫し
/

い気筒は,L々∴窒方I:'て　/人で1才.

1簿がTJいこし. !覇7-5･極とL d,え.し､つ

逮
/ヽ

Jh日か埠稀LTこく3-=Lいます

.I ､､.. .__∴

- /7-

･X･ TL二輪､伝令の

八が年　よ　り

二fC況敗者7･す
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jS占3耳鼻　費卿金員になっていTlr-:さきしたー

_●

-●

上免　三尊甘ゴん

/lja蕨　か苛み之/-U

/,ヂ蘇　亀倉p3-1ん

T.r'tj.,,)く　さIL十二.-L

IrT芥丁　度_ 7 1lv

#ロトヨノ　ユ/し

東金　5一三ユん

磨.ta　　象1ん

甲漫　ア　イ　払

晩野　良写･1ん

餐T　蛋宇久:三Jv

/.ククク　円

ヲ.ククク円

/-/. ∴∴ - ji二]

ヲ♂ool33

/. ♂ク,9円

:I. ∴.TL.･r l'li

/.oc0円

∴ ∴･L.'1･･-J

/o♂0円

∴ ∴LLr(:i

.17 L､′･J !L-!

L4L I F扮ありPrとう二一三-い5-しレー)

J　　　　　み　ね　か　　uE＼

こ'及緩･わ知りあいてr　乱の倉clラ畠知に.ニ`理解

ニ-互吸いT-J-JrT言募があらましa_しむら.ぜL^　簡財

/会員･協か愈象L二rjってTf7dJう.ニ協71号お顔

い鼓.しま耳,
へ＼ノ⊂｢ 7 -

∴∴.""._"_.‥‥‥ _.､ ….‥　…..._i

----I i I:ト-一一



二二二~∴∴~--∴ -I: ∴

友一の/企ては､議勧嚢金色絡るT=抑二　いろいろTi物品の妙,/rpL

も行,ています･七rみ　T75襲し耳妙手乞vt.

･･･強豪エキス　フ･)-ムシャン7--　等占aaL弼

G野卑射L･･黍才≠毎弼

･Lメラリー入洛東軍∠pgDC弼･し′J誓顎i薫

｡花火　　　箪31如脚･/ooが搾･ ∠3-Z7西

r i-i-b申し泣ゝみ仔

敷合を-U TcE,L, -3～占一打よo

_ I仰-A-一一･-一一一一1-I

●や

○内宮はToIL.てすかが念にLtJいrLlみのt･-･トをおal†Ll寸



｢ご-朋如っ橘恕協験

rLkiB
､

--一一一_______■--一一一-I -一･一一･L- -一一一一-一一一一l ･-'-

鞄病問題0,番客に　建碑の磯谷TLあり.膏穐壬二も克く卓絶

の二一笹カ　あ薇いし3-す.

●　　　･.

2枚屑離間　pJ3キ7Fl2･/日～8日/0日

(塵/2.:0--鬼7:3･o)

3ほ田為替　犬上嵐fr由fTEl　叶--トリーt=777,一テー>

4, t'-/し卑顔あ　　/級_　fcL,円

t .4久也　　峰R=1幽閉終了比後8円ネロ(3/,I-gT5･)許て′

下総ケf->底で食券L Lて横柄Jt-ゴすす･

三言'_i;i:憲)

か[=っこ　すすぎL7)

カ＼!て｢こ

カ､に　っ　ニ

庖冬U,墜叫聖勲3. 7_‖
:.

(

金敷未納671号巨上勝実風軌を同書.JLまLr:ので･ {ろしく

完.碑い許Lますo

-2!--



<　新事務局童かう　一意　>

急に暑い日が挽いてお() 3才か､皆様iitからだの具合持し痛､

都､てLJ^ })か｡

さて,私この尿路努か癌.友の灸光速通斉都の春希局凄抽ptt

つかりましたb'.荷もわかうず､只うろうろするげかLjC)各日

です,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　+_,

細局長nl±夢細めてから2/TE ､まだわ両師事,F･汎　=手

心針)ますか､輝線かすみでんt=･長そわり官を､早くマZ./'7一

して.かすみさんの孝を頒4-7こないよ頼.そして接さ乙′のお

似こ立てるよう巨とかんぼってし､ます｡

賓菟る(<今､伊藤さんご丸卓から乳髄九をして-人草きもし

ようと.伐蔚み//Ln加瀬け合し､カを出し合-,てやっていますp

糾し卜しても､こ0)考えなL',そして肇夕で煩慮た控蕃三､かプ

みコんか一人で研過してレ圧のかと思うと･冥々ご吉夢ミL,●:-_

でし告.有終うごでし､ました＼ ･と感謝の気樽か今更g)よう

[こ誘いて凍まLf-"

かすみさんが寮いて象られたi)の互引き座ぎ､彼員-伺力主

食わせて､えトfLJ安蘇属させるようかんぼりますので.皆さん

方o)-層のごえ務ご鞠か乙先取い教しますC

-22.-



あ　とかき

..●

C　おわび　前号の玄蓬榛霧夢で.医凍韻濠令の言乙節!-l槻

Lr10)て-読んで下告.)､ヒ書いておきrL都､う.その拓銀かとへヱ

首見てju焦IJ･0)で､不終戦Lこ払われた賓と鷹山ますo

安離p刺a)段階で10-5>敦がSTo^J-予言越えてしましへ､と

じごむ兼ッ牛キス､かねし､亨かわか7て息盈2勘こ倒,Tて軒.J

する孝巨万L)ました｡丈琴丈余のご農村を厚く鯛〔ナLll(1

i'日1-trJC,rJL､ので､克断I)の言責を書く余裕折)L,'まま賛乱

してしまいました｡新〆ンバ-での夢t岡田a)大矢紋でLたo

ヒ＼うで3i敢L互｡ (鹿ロ)

0　7 F72taの愛子･Zez-　遭2. ･ 3回薗病遭遇.いてLT-_.しても

蔽j･L}L V-.堵橡　も争縁し､Tj願いし3す. (摩Jb)

妄● ｡ /iRl--,夜の噂イ乏し-出来まJtんて-したが-二八-a

iう少し協力出凍る橡ELTか-tりす･　　　　し/鈴木)

o　親和はきしか､ 1;千和雄やませんzhL,Tて｡碑断簡え

て･乙の汲甘がんばります　　　　　　　(鳥fa )

○　ヲ且の/Lf孝もT-:し､J=んTitれ-Lきま,した叶塵胤の脚司て

し＼つも疫てLS.い. r=-りニP､天女て耳ヤL･もうly-T･JL番い

榔い1･･ ?す-　　　　　　　　　　　　し右､符)



ちたたの会資性

合資の納入技､

昭和　　年　･七で納入されておbj:ナo

の動便]墓啓用把をこ利用ください｡

｢～～～～～～～～-～～～～-～-～～～～～一丁～～～～～～～～～～1

ll -人鯛筋禦讐禦慧禦n zll

二∴二∴∴-:__
tl. . ∵. ::tt十∵::.:/,i:I:;-I:.･1!∴てこ;響,一一
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